
赤阪正純 (httLグnupri web fc2.com) キツイ体積 (3)

例題 曲線y=sin″ とy=sin 2″ (=≦ ″≦π)で囲まれた部分を″軸の周りに1回転させて
できる立体の体積 7″ を求めよ

考え方 まずは 2曲線の位置関係,交点を正確
に把握しよう υ=sin″ は周期 2π,y=sin 2″
は周期 πです 問題文の

1子
≦″≦πの意味も分

かってくるはず

今回も″軸をまたいでいるので,頭の中で回転

させて立体をイメージして,結局,どの部分を回転

させたものになるのかを自分で把握せねばなりま

せん.

まずは,積分区間を区切って真面目に計算してみ

よう

①  求める体積は,右上図の斜線部分を,軸の周りに 1回転させてできる立体の体積である.
まず, 立体を

=≦

″≦異争
の部分 (71と する)と 長魯≦

″≦πの部分 (72とする)に分ける

71は ,υ =dn″ の

=≦

″≦争
の部分を″軸の周りに 1回転させた立体から,y=dn2″ の

子 ≦
″≦イ罪
の部分を″軸の周りに1回転させた立体を除いたものである.

/2は ,υ =~sin 2″ の 2ヒ <″ ≦πの部分を″軸の周りに 1回転させた立体である
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赤阪正純 (htt“グnupri.web fc2 com) キツイ体積 (4)

参曰 先ほどの解法は私が授業で紹介しましたが,生徒さんの方から「もっと上手い方法がある」と御意

見をいただきました 早速,紹介しよう なお,途中計算は省略し,考え方と式だけを紹介します

刷田 (そ の 1)

図のように,斜線部分 71(銀杏の葉っぱみたい

な形)と横線部分 /2(Sin 2″ の 山分)に分けて考
える

ア1は ,に関して対称であることに注意すると,

11=2π J」 (sin2″
_sin2 2″

)グ″

ザ:∫£なぅvτ′2=π JliSin22″グ″

よって,求める体積 y″ は,7ご =

したがって,求める面積は右図の斜線部分を回転させればよく,対称性も考慮すると,

7.==2(π∫ξ
sin2″ .πυl:isin22″

)で
求ふうることができる(積分計算も妥り3」,済む)

疹注 これはなかなか面白い方法です はみ出た部分が埋め込めることに気づくあたりがすごい なかな

か思いつかないかもしれませんが,図形を見たときに「ひょっとしたら埋め込めるのでは?Jと 意識するだ

ク詭しめJ
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珍注 この 囲田 (その 1)のすごい所は,積分区間が∫1と J」 の 2種類であることです 実際に計算

すればわかりますが,積分区間の端が ,や πだと計算がかなリラクになります 最初の Oで は,積分

区間が
JЪ

3,∫g,∫
1の 3種類もあったので計

3ifilil∫ li4][][ili[i]l:[

初の 0よ りもクオリティーが高いといえるでしよ

しかしながら,この□□Ⅸその1)では積分区間の■

を 1回 ,∫ sin2 2″ J″ を 2回の合計 3回せねばならず,やっぱり煩わしいです なんとかならないもので

しようか すると次のような絶妙なアイデアで計算した人がいました

囲田 (その 2)左 図の 発F<″ ≦πの部分を

=≦

″≦子
の部分に埋め込むことができる (右図)
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けでもずいぶん違うと思います 大いに参考にしたい考え方ですね
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